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平成28年上島町成人式
特集

（「新成人の抱負」は、アンケートにご回答いただいた方のみ掲載）

１月３日（日）、せとうち交流館において平成28年上
島町成人式が行われ、新たな門出を祝いました。当日
は34人の新成人が式典に出席しました。

式典では上村町長から新成人代表の山本萌黄さんに
記念品が贈呈され、山本拓己さんが答辞を述べました。

その後ものまねタレントの春風みずほさんによる記
念イベントや記念撮影、祝賀会が行われ会場は華やい
だ雰囲気に包まれていました。

山本　拓己（生名）

冨田　　颯（生名）
村上　英樹（生名）
津國　亮平（生名）
上村　怜奈（生名）
津國　真来（生名）
中浦　直美（生名）
中村　恵己（岩城）
金井　優太（岩城）
西村　　徹（岩城）

田名後寧々（岩城）
檀上　佳那（岩城）

山本　萌黄（岩城）
田名後菜緒（岩城）
中村　優樹（岩城）
村上　菜望（岩城）
百垣　裕太（弓削）
村上　　健（弓削）
小川　滉哉（弓削）
中西　優花（弓削）

此村　瑞基（弓削）

上脇健太郎（弓削）
星野　成美（弓削）

白石　千夏（弓削）
多田　愛恵（弓削）
大林　福実（弓削）
岡野　春香（弓削）

福田　幸也（弓削）
松下　恵大（弓削）

今までにお世話になった人達に感謝の気持ちを持ちながら、多くの人に誇れるような人間
になれるように頑張っていきたいです。
今年から自動車整備士として、就職するので責任感を持って働きたいです。
恥じぬ社会人になる。
周囲の人への感謝を忘れない。
親への感謝を忘れない大人になります。
これからも仕事を頑張っていきたいです。
自立する！！
義務と権利を行使するだけでなく、しっかりと責任を負うことができる大人になります。
感謝の気持ちを忘れず、これからも自分の将来の夢に向かって頑張っていきたいです。
WiLLという大阪のヘアサロンで春から働くので、WiLLをこれからもっと活躍していける
ように、僕自身がもっと成長していけるように頑張ります。
お客様に笑顔と優雅な時間を提供できるカフェ店員になります。
将来は立派な看護師になって、親や周りの支えて下さった方々に感謝し、恩返ししていき
たいと思います。
たくさんの方々と出会い、成長していきたいです。
たくさんの実習を乗り越えてステキな看護師になって親孝行します。
社会人２年目となりますが節目としていきます。
春から社会人となるので、自分の行動にしっかり自覚を持ち努力をし続けたいです。
新社会人として、一人前になれるように頑張りたい。
後悔のないような進路にすすめるように日々生きていく。

「人生楽しく」をモットーに、気持ちの切り替えをしっかりして、これからを生きたい。
春から社会人になるので、大人として責任のある行動ができるように頑張りたいと思いま
す。
４月から社会人になるので、今までは誰かに守られていたり、見守ってくださった人がい
ましたが、一人になるので自分の行動や言動に責任を持ってこれから頑張っていきます。
東京都でサッカーをしています。これからも頑張っていきたいです。
今まで育ててくれた両親、支えてくれたすべての方に感謝し、夢に向かって頑張っていこ
うと思います。
今まで支えてくれた方たちへの感謝の気持ちを忘れず、頑張っていきたいです。
親や家族への感謝の気持ちを忘れず、夢への実現に向けてこれからも努力していきます。
素敵な大人の女性になる！！
今年、弓削商船情報工学科を卒業します。４月から弓削を離れて一人暮しをするので、自
立して立派な大人になりたいです。
社会人２年目ですが、今日からまた１年目として気合を入れて頑張りたいと思います。
４月から社会人になるので、自分の行動に責任を持って頑張りたいです。
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12
月
５
日（
土
）、
上
弓
削

公
民
館
（
上
弓
削
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
）
で
「
第
３
回
か

み
ゆ
げ
小
さ
な
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
文
化
祭
は
、
上
弓
削
地
区
の

方
々
が
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、
公

民
館
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
団
体
と
協

力
し
て
、
手
作
り
で
実
施
し
て
い
る
文

化
祭
で
す
。
今
回
は
開
催
日
を
１
日
に

し
て
、
作
品
展

示
を
は
じ
め
、

バ
ザ
ー
や
島
お

こ
し
協
力
隊
に

よ
る
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
実
演
な

ど
、
充
実
し
た

内
容
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
公

民
館
講
座
「
し

め
縄
づ
く
り
」

体
験
教
室
で

は
、
今
年
も
子

ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、
伝
統
文

化
の
継
承
と
世

代
間
の
交
流
を

は
か
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

12
月
13
日（
日
）、
弓
削
中

学
校
人
権
・
同
和
教
育
参
観

日
に
あ
わ
せ
て
、
中
学
生
を

持
つ
保
護
者
を
対
象
に
、
子
育
て
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
、
今
治

市
社
会
教
育
課　

社
会
教
育
指
導
員
の

西
山　

博
先
生
を
お
迎
え
し
、「
親
と

子
が
も
う
ち
ょ
っ
と
つ
な
が
れ
た
ら
い

い
な
！
」を
テ
ー
マ
に
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
思
春
期
の
子
ど
も

た
ち
が
抱
え
る
悩
み
や
子
ど
も
と
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

出
会
い
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る

第
３
回
か
み
ゆ
げ
小
さ
な
文
化
祭

思
春
期
の
子
の
接
し
方
学
ぶ

弓
削
中
学
校
で
子
育
て
講
座

12/5

12/13

た
く
さ
ん
の
方
が
来
場
さ
れ
、
す
て
き

な
出
会
い
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
、
心
温
ま

る
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

12
月
12
日（
土
）、「
コ
ー

ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
わ
た
し
た

ち
に
で
き
る
こ
と
」
が
せ
と

う
ち
交
流
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
わ

ぎ
レ
モ
ン
コ
ー
ラ
ス
と
ゆ
げ
コ
ー
ラ
ス

し
お
さ
い
、
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
（
ピ
ア

チ
ェ
ー
レ
）が
出
演
し
た
ほ
か
、フ
ル
ー

ト
や
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
訪

れ
た
大
勢
の
聴
衆
は
美
し
い
音
色
に
陶

然
と
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

島々の話題

広報かみじま２月号 目次
02 特集　平成28年上島町成人式
03-04 島々の話題
05 お知らせ
06-10 上島町議会第４回定例会
11 上島の文芸
12-13 健康だより、検診等ガイド
14 上島の歴史、島おこし協力隊活動報告
15 LETTERS FROM SCHOOL
16 しまなみ農業だより
17 消防だより
18 ＡＬＴコーナー、こんにちは町長です
19 行事カレンダー、戸籍だより
20 １歳のお誕生日おめでとう

美
し
い
音
色
に
う
っ
と
り

コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

12/12

グ
ル
ー
プ
に
は
、
保
護
者
だ
け
で
な

く
子
育
て
経
験
者
や
学
校
関
係
者
に
も

入
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
方
と
の
交

流
も
は
か
れ
た
よ
う
で
す
。
保
護
者
の

み
な
さ
ん
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
な
立

場
か
ら
の

意
見
を
聞

く
こ
と
が

で
き
、
有

意
義
な
時

間
を
過
ご

せ
た
よ
う

で
す
。

【表紙写真説明】①平成28年上島
町成人式での記念撮影、②新成人
を代表して答辞を述べる山本拓己
さん、③ものまねタレントの春風
みずほさんが会場を盛り上げた、
④～⑥祝賀会会場での様子、⑦春
風みずほさんと一緒に楽しそうに
踊る新成人の皆さん、⑧新成人を
代表して記念品を上村町長から受
け取る山本萌黄さん

①

②

③

④

⑤
⑥

⑦

⑧
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録
記
念
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

講
師
の
山
内

教
授
は
「
中
世

瀬
戸
内
海
地
域

史
」
が
ご
専
門

で
、
県
立
高
等

学
校
教
員
時
代

の
最
初
の
赴
任
地
で
あ
っ
た
弓
削
島

で
、
弓
削
島
荘
の
研
究
を
深
め
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
56
年
７
月
に
当

時
学
習
院
大
学
で
中
世
の
瀬
戸
内
海
の

水
運
に
つ
い
て
ご
研
究
さ
れ
て
い
ま
し

た
浩
宮
様
が
弓
削
島
に
お
成
り
に
な
ら

れ
た
際
に
、
ご
説
明
役
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
昭
和
60
年
に
は
そ
の
研
究
成
果

を
著
書
『
弓
削
島
荘
の
歴
史
』
に
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
は
、「
国
宝
『
東
寺
百

合
文
書
』
を
読
む
」
と
題
し
、
東
寺
百

合
文
書
の
歴
史
的
重
要
性
や
ス
ラ
イ
ド

写
真
を
使
っ
て
弓
削
島
荘
に
関
わ
る
文

書
に
つ
い
て
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
会
に
は
、
地
元
を
中
心
に
約

１
０
０
名
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
世
の
歴
史
の
舞
台
と

な
っ
た
郷
土
の
島
々
に
思
い
を
馳
せ
、

郷
土
の
歴
史
を
学
び
考
え
る
有
意
義
な

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
17
日（
木
）、
弓
削
小

学
校
と
弓
削
中
学
校
に
お
い

て
、
租
税
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
税
金
の
大
切
さ
を
勉
強
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
町
税
務
係
の
職
員

が
講
師
を
務
め
、
小
学
校
６
年
生
と
中

学
校
３
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
税

金
に
関
す
る
ク

イ
ズ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

鑑
賞
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
等
を

行
い
、
授
業
を

受
け
た
児
童
・

生
徒
は
、
税
金

を
納
付
す
る
こ

と
の
重
要
性
を

学
び
ま
し
た
。12

月
20
日（
日
）に
、
せ
と

う
ち
交
流
館
多
目
的
ホ
ー
ル

に
て
、
松
山
大
学
法
学
部
の

山
内
譲
教
授
を
お
迎
え
し
、
国
宝
『
東

寺
百
合
文
書
』
ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
登

納
税
の
重
要
性
学
ぶ

弓
削
小
と
弓
削
中
で
租
税
教
室

東
寺
百
合
文
書
を
ひ
も
と
く

ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
登
録
記
念
講
演
会

12/1712/20

島々の話題・上島町観光協会

「体験」で心に残る場所に
上島町観光協会副会長を務めさせて

いただいております、生名の原山昭一
です。私は若い頃、東京の学校に行
くため４年間島を離れていましたが、
帰ってきて田舎の良さにあらためて気
付き、それがとても新鮮だったのを覚
えています。

いま、特に都会の子どもさんたちは
自然の中で遊ぶことをあまりしませ
ん。しかし私たちが小さい頃は、泥だ
らけになって山で遊び、あるものを工
夫して遊び道具をつくり、火の起こし
方や刃物の使い方を年長者に教えても
らったものです。そこには「体験」か
らあたえられる「生きる力」の学びが
ありました。

名所旧跡を見る観光だけではなく、
そういった素朴な「体験」を通じて上
島町を心に残る場所にしていくこと。
これも上島町の観光振興のひとつの可
能性ではないでしょうか。特にお年寄
りの経験や技術は素晴らしい体験観光
となりえます。上島町観光協会でも将

来、そのような仕組みづくりを考えて
いきたいと思っています。

「ゆめしまサイクル フォトログラリー
（仮称）」を実施します

上島町観光協会では「ゆめしまサイ
クル フォトログラリー（仮称）」の実
施を準備しています。フォトログと
は、各所に設けられたポイントを探
し、そこで写真を撮ることで到達証拠
とする、オリエンテーリングに似た
ゲームですが、今回はそれを自転車で
行おうという企画です。町内全域の景
観のいい場所や寺社などの訪れてほし
い場所を中心に約30箇所のポイントが
設けられ、参加者は実施期間中の好き
な時に自転車でそれらのポイントを回
ります。これにより、町内への来訪を
促し、参加者自ら上島町の魅力を見つ
けてもらおうという試みです。もちろ
ん町民の方も参加できますので、ぜひ
一度ご参加してみてください。実施
詳細は上島町観光協会ウェブサイト、
Facebookページ等で別途発表いたし
ます。

観光協会の活動

上島町観光協会
副会長　
広報部会 部会長
原山　昭一

上島町観光協会
事務局　宮畑　周平
各種お問い合せ：☎72-
9277（上島町観光協会）
公式HP：
　www.kamijima.info



お知らせ・国体情報
弓削総合支所　　　　☎0897-77-2500
弓削総合支所住民課　☎0897-77-2503
弓削総合支所建設課　☎0897-77-2501

生名総合支所　☎0897-76-3000
岩城総合支所　☎0897-75-2500
魚島総合支所　☎0897-78-0011
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平
成
27
年
分
所
得
税
及
び
平
成
28
年

度
町
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
の
受

け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

期
限
内
に
申
告
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
期
間
…
２
月
12
日（
金
）～
３
月
14
日

（
月
）
※
土
・
日
は
除
く

■
時
間
…
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
た
だ
し
仕
事
の
都
合
等
に
よ
り
平
日

申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
２

月
27
日（
土
）・
３
月
６
日（
日
）魚
島
支

所
を
除
く
【
時
間
…
８
時
30
分
～
17
時

15
分
】
に
申
告
の
受
付
を
い
た
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
折
り
込
み
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

★
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
ご
利
用
を

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w

w
.nta.go.jp/

）
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
確
定
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
直
接
、
電
子
申

告
す
る
か
ま
た
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
普
通

紙
に
印
刷
し
て
郵
送
等
で
税
務
署
に
提

出
で
き
ま
す
。

な
お
、「
平
成
27
年
分
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
、
給
与
所
得
者
ま
た

は
公
的
年
金
受
給
者
の
方
向
け
の
申
告

書
作
成
画
面
を
新
設
し
ま
し
た
。
初
め

て
の
方
で
も
操
作
し
や
す
い
画
面
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

★
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
ｅ

―
Ｔ
ａ
ｘ
）

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務
所

等
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

申
告
、
申
請
、
届
出
等
が
で
き
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
15
日（
火
）ま
で
は
24

時
間
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
が
可
能
で

す
。

★
復
興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て

平
成
25
年
か
ら
平
成
49
年
ま
で
の
各

年
分
に
つ
い
て
、
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
を
併
せ
て
申
告
・
納
付
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
書

の
作
成
に
当
た
っ
て
は
「
復
興
特
別
所

得
税
額
」
欄
の
記
載
漏
れ
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
町
県
民
税

（
住
民
税
）
の
申
告
に
つ
い
て

確
定
申
告
に
つ
い
て

問
上
島
町
各
総
合
支
所
住
民
課

問
今
治
税
務
署

☎
０
８
９
８
―
３
２
―
６
１
０
０

○愛顔つなぐえひめ大会とは
第17回全国障害者スポーツ大会です。
障がいのある選手が競技等を通じ、スポーツ

の楽しさを体験するとともに、国民の障がいに
対する理解を深め、障がい者の社会参加の推進
に寄与することを目的に開催される国内最大の
障がい者スポーツの祭典です。

毎年国民体育大会終了後に開催されており、
平成29年に愛媛県で開催される大会は第17回大
会となります。

○大会日程
本大会…平成29年10月28日（土）～ 30日（月）

愛
え

顔
がお

つなぐえひめ大会について

リハーサル大会…
平成29年５月27日（土）～ 28日（日）

○開催地
松山市・今治市・八幡浜市・西条市・大洲市・
伊予市・東温市・松前町・砥部町

○開催競技
個人６競技、団体７競技、オープン３競技

○ボランティア
大会では、大会運営や選手をサポートするボ

ランティアを募集しています。
◦大会運営ボランティア…案内所での案内や、

会場での清掃などを行います。
◦情報支援ボランティア…耳の聞こえないの方

とコミュニケーションをとるため、「手話」
や「要約筆記」を行います。

◦選手団サポートボランティア…選手団の誘導
や介助、応援などを行います。
詳しくはえひめ国体ホームページ（http://

www.ehimekokutai2017.jp/）をご覧ください。

全国障害者スポーツ大会
シンボルマーク
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本
日
は
平
成
27
年
第
４
回
の
定
例
議

会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全

員
の
出
席
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

９
月
定
例
議
会
後
の
行
政
活
動
に
つ

い
て
は
、
行
政
内
部
協
議
を
除
い
て
も

延
べ
で
２
０
０
件
ほ
ど
に
な
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
上
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
町
長
活
動
報
告
に
て
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
こ
の
場
に
お
い
て
は
主
な
事

項
の
み
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。９

月
27
日
に
は
、
上
島
町
単
独
開
催

と
し
て
は
初
の
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト

「
ゆ
め
し
ま
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
定
員
80
名
の
枠
に
全

国
か
ら
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
秋
晴
れ

の
下
、
爽
や
か
な
風
に
包
ま
れ
な
が
ら

島
々
を
走
り
抜
け
て
行
き
ま
し
た
。
当

日
は
、多
く
の
マ
ス
コ
ミ
取
材
も
あ
り
、

行 

政 

報 

告

本
定
例
会
は
12
月
18
日
に
招
集
さ

れ
、
会
期
を
５
日
間
と
定
め
、
１
日

で
審
議
を
終
え
閉
会
し
ま
し
た
。
な

お
、
行
政
報
告
及
び
各
議
案
の
主
な

内
容
、
議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
併

せ
持
っ
た
本
コ
ー
ス
の
関
心
の
高
さ
を

窺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地

元
住
民
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
応
援
や
エ
イ

ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
お
も
て
な
し
に

対
し
、
参
加
者
の
多
く
が
感
動
と
感
謝

を
口
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
、
沿
道
に
て
応
援
を
い

た
だ
い
た
町
民
の
皆
様
や
ミ
カ
ン
を
用

意
し
て
待
っ
て
い
て
く
れ
た
方
々
、
笑

顔
一
杯
に
お
手
伝
い
し
て
く
れ
た
中
学

生
、
歓
迎
の
太
鼓
を
叩
い
て
く
れ
た
子

ど
も
達
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
上
島
町
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が

持
つ
「
健
康
」、「
生
き
が
い
」、「
友
情
」

と
い
う
新
文
化
を
、
そ
し
て
次
に
訪
れ

る
経
済
効
果
を
、
地
方
創
生
の
ひ
と
つ

の
手
段
と
し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
引
き

続
き
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

10
月
１
日
に
は
、
長
年
に
わ
た
り
上

島
町
民
の
足
と
し
て
生
活
を
支
え
て
い

た
だ
い
た
下
弓
削
～
土
生
航
路
が
廃
止

と
な
り
、
新
た
に
再
編
・
拡
充
さ
れ
た

町
有
バ
ス
の
運
行
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。
特
に

弓
削
地
区
の

方
々
の
通
勤
・

通
学
・
通
院
形

態
は
大
き
く
変

わ
り
ま
す
が
、

今
後
も
可
能
な

限
り
住
民
の
皆

様
の
利
便
性
向

上
を
図
り
、
改

善
を
進
め
る
こ
と
で
公
共
交
通
機
関
の

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
お
よ
そ
１
０
０
年
に
わ
た
り

町
民
の
足
と
し
て
、
命
を
繋
ぐ
公
共
航

路
と
し
て
、
汗
を
流
し
努
力
を
積
み
重

ね
て
こ
ら
れ
た
弓
削
汽
船
株
式
会
社
様

に
敬
意
を
表
し
、
心
か
ら
の
お
礼
と
共

に
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
１
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、
イ

タ
リ
ア
・
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
で
の
視
察
・

体
験
・
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

６
月
の
行
政
報
告
で
お
伝
え
し
た
北
海

道
で
の
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連

合
会
定
期
総
会
及
び
世
界
大
会
・
国
際

会
議
２
０
１
５
に
お
い
て
、
イ
タ
リ
ア

の
関
係
者
と
の
接
点
を
持
て
た
こ
と
、

上
島
町
と
イ
タ
リ
ア
と
は
「
レ
モ
ン
」

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」「
気
候
」
等
の
共
通

点
も
多
い
こ
と
か
ら
、
観
光
産
業
と
自

転
車
文
化
の
視
察
及
び
姉
妹
都
市
提
携

を
含
め
、
今
後
の
上
島
町
の
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
目
的

で
す
。

現
地
で
は
、
中
世
か
ら
残
る
城
塞
都

市
国
家
の
街
並
み
や
農
場
の
視
察
、
さ

ら
に
は
歴
史
あ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
観
光
資

源
の
多
さ
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
伝
統
文

化
と
し
て
、
あ
る
い
は
経
済
の
牽
引
手

段
と
し
て
定
着
し
て
い
る
礎
を
体
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
小
さ

な
村
で
も
都
市
国
家
と
し
て
古
い
建
物

や
文
化
を
守
り
伝
え
る
住
民
の
誇
り
と

努
力
は
、
上
島
町
が
策
定
す
る
「
地
方

創
生
」の
大
き
な
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
上
に
、
観
光
資
源
に
つ
い
て
は
上

島
町
に
も
、
町
外
や
国
外
の
方
々
が
求

め
て
い
る
、
日
本
に
し
か
な
い
素
晴
ら

し
い
宝
が
数
多
く
あ
る
こ
と
も
認
識
し

ま
し
た
。

ま
た
、
世
界
で
最
も
美
し
い
村
連
合

の
プ
リ
ミ
会
長
と
の
面
談
も
叶
い
、
今

後
の
小
さ
な
自
治
体
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
協
議
や
、
姉
妹
都
市
提
携
に
つ
い

て
も
候
補
地
の
推
薦
を
お
受
け
す
る

等
、
発
展
的
な
会
談
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
は
議
員
代
表
者
や
経
済
界
の

方
々
と
も
イ
タ
リ
ア
小
都
市
と
の
交
流

を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

10
月
10
日
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

記
憶
遺
産
に
国
宝
「
東
寺
百
合
文
書
」

が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様

と
と
も
に
喜
び
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
東
寺
百
合
文
書
に
は
、
京
都
東

寺
の
荘
園
と
し
て
塩
を
寄
進
し
た
弓
削

島
荘
に
関
す
る
記
録
が
３
０
０
通
以
上

あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
案
内
の
通
り
で

す
。
こ
の
世
界
記
憶
遺
産
登
録
を
契
機

に
「
塩
の
荘
園
」
と
し
て
栄
え
た
上
島

町
の
歴
史
を
改
め
て
日
本
や
世
界
に
発

信
し
、
他
の
島
々
も
引
き
継
い
で
い
る

豊
か
な
伝
統
や
文
化
に
彩
ら
れ
た
町
づ

く
り
を
、
地
方
創
生
の
柱
と
し
て
推
進

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

10
月
19
日
に
は
、
鹿
児
島
県
種
子
島

に
お
い
て
、
全
国
離
島
振
興
協
議
会
及

び
財
団
法
人
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
の
正

副
会
長
会
及
び
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

「
平
成
28
年
度
離
島
振
興
関
係
事
業
予

再編・拡充された町有バス
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算
の
確
保
対
策
つ
い
て
」、「
規
制
改
正

に
伴
う
諸
規
定
の
改
正
及
び
新
設
に
つ

い
て
」
な
ど
の
議
案
を
上
程
し
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
全
職

員
へ
報
告
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
平

成
28
年
度
の
離
島
活
性
化
交
付
金
の
活

用
に
向
け
た
提
案
及
び
地
方
交
付
税
の

離
島
配
分
増
加
に
向
け
た
各
種
提
案
を

策
定
す
る
よ
う
指
示
し
て
お
り
ま
す
。

10
月
26
日
に
は
、
弓
削
商
船
高
等
専

門
学
校
の
学
生
５
名
に
よ
り
、
第
26
回

全
国
高
等
専
門
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
自
由
部
門
に
お
け
る
最
優

秀
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）
と
情
報
処

理
学
会
若
手
奨
励
賞
受
賞
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
弓
削
商
船
高
等
専
門
学
校
と

し
て
は
、
過
去
に
も
多
数
の
受
賞
経
歴

が
あ
り
、
今
回
で
通
算
10
回
目
を
数
え

る
な
ど
技
術
力
の
高
さ
は
既
に
立
証
済

み
で
す
が
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
最

も
実
用
的
で
「
海
運
立
国
」
に
ふ
さ
わ

し
い
内
容
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。今

後
と
も
弓
削
商
船
が
世
界
に
誇
る

島
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
、
さ
ら
に

ご
活
躍
・
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

11
月
５
日
午
後
に
は
、
日
比
谷
公
会

堂
に
お
い
て
全
国
道
路
利
用
者
会
議
・

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
全
国
協
議
会

等
の
共
催
に
よ
る
「
安
全
・
安
心
の
道

づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
を
代
表
し

て
山
本
順
三
副
大
臣
、
総
務
省
か
ら
高

市
早
苗
総
務
大
臣
等
の
来
賓
挨
拶
の

他
、
国
土
交
通
省
か
ら
も
道
路
局
長
や

審
議
官
等
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

道
路
整
備
に

つ
い
て
は
、
上

島
架
橋
岩
城
橋

に
も
関
連
す
る

政
策
で
も
あ

り
、
こ
の
日
の

午
前
中
に
は
国

土
交
通
省
事
務

次
官
・
技
監
・

審
議
官
・
道
路

局
等
の
担
当
部
署
な
ら
び
に
財
務
省
、

こ
の
大
会
終
了
後
に
も
愛
媛
県
選
出
の

国
会
議
員
に
要
望
書
を
提
出
の
上
、
陳

情
活
動
と
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
８
日
に
は
、
上
島
町
観
光
協
会

主
催
に
よ
る
「
ゆ
め
し
ま
サ
イ
ク
ル

２
０
１
５
in
か
み
じ
ま
」が
開
催
さ
れ
、

約
１
３
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
が
町
外
か
ら
の
お
客
様
に
対

し
、
本
イ
ベ
ン
ト
は
単
な
る
サ
イ
ク
リ

ン
グ
で
は
な
く
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
方
式
で
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
り

な
が
ら
、
島
の
景
観
・
観
光
・
歴
史
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
る
離
島
の
魅
力
再
発
見
も

目
的
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

上
島
町
観
光
協
会
の
さ
ら
な
る
提
案
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

11
月
９
日
、
弓
削
商
船
体
育
館
で

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
贈
呈
式
に
出
席
し
、

５
０
５
人
分
の
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
上
島
町
か
ら
提
供
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
町
内
の
小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
、
自
転
車
利
用
者
は
全
員
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
と
も
自
ら
の
生
命
と
安

全
を
守
る
た
め
に
も
、
上
島
町
で
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
率
を
１
０
０
％
と
す
る

た
め
、
社
会
人
の
皆
様
も
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

11
月
12
日
に
は
、
上
島
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人「
豊
か
な
食
の
島　

岩
城
農
村
塾
」

が
２
０
１
５
年
度
農
林
水
産
祭
む
ら
づ

く
り
部
門
に
お
い
て
、
栄
え
あ
る
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
島
外
か
ら
の
移
住
者
と
地
元
農

家
の
協
同
に
よ
る
、
農
業
活
性
化
へ
向

け
た
長
年
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。
今
回
の
栄
誉
は
離
島
農
業
発

展
の
光
で
あ
り
、
農
業
従
事
者
に
と
っ

て
も
「
夢
」
を
つ
な
ぐ
大
き
な
力
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
と
も
上
島
町
は
第
一

次
産
業
に
対
し
、
最
大
限
の
支
援
を
継

続
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。11

月
14
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、
台

湾
・
交
通
部
観
光
局
日
月
潭
国
家
風
景

区
管
理
処
の
主
催
す
る
「
日
月
潭
Ｃ
ｏ

ｍ
ｅ 

Ｂ
ｉ
ｋ
ｅ 

Ｄ
ａ
ｙ
」
に
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
目
的
は
、
昨
年
10
月
25
日
に
締

結
し
た
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
と
日
月

潭
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
姉
妹
自
転

車
道
協
定
の
一
周
年
を
記
念
し
、
台
湾

と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
で
す
。

サ
イ
ク
リ
ス
ト
だ
け
で
も
世
界
14
ヶ

国
、
３
０
０
０
名
以
上
の
出
場
が
あ

り
、
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
振
興
協
議

会
か
ら
は
、
愛
媛
県
、
広
島
県
、
上
島

町
、
今
治
市
、
尾
道
市
の
首
長
等
、
総

勢
19
名
が
参
加
し
、
上
島
町
は
会
場
に

ブ
ー
ス
を
設
け
特
産
品
や
観
光
地
等
の

紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
台
湾
政

府
の
謝
（
シ
ェ
）
交
通
部
観
光
局
長
や

張
（
ヂ
ャ
ン
）
日
月
潭
国
家
風
景
区
管

理
処
処
長
、
ま
た
そ
の
関
係
職
員
、
董

（
ド
ン
）
中
華
民
国
自
行
車
騎
士
協
会

理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
協
会
の
方
々

と
の
交
流
と
各
種
情
報
交
換
に
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

11
月
15
日
に
は
、
上
島
町
産
業
ま
つ

り
＆
し
ま
な
み
・
柑
橘
フ
ェ
ス
タ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
ま
で
雨
だ
っ
た

お
天
気
も
秋
晴
れ
と
な
り
、
遅
く
ま
で

準
備
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
気
を

使
わ
れ
た
出
店
者
な
ら
び
に
関
係
者
の

皆
様
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

11
月
18
日
に
は
、
全
国
離
島
振
興
協

議
会
の
平
成
28
年
度
予
算
確
保
に
向
け

た
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
要
望

内
容
は
「
離
島
振
興
関
係
事
業
予
算
の

確
保
に
関
す
る
要
望
」
と
「
平
成
28
年

度
政
府
予
算
編
成
に
関
す
る
重
点
要

望
」
で
す
。
会
議
後
14
班
に
分
か
れ
て

重
ね
て
の
要
望
を
行
い
、
私
は
２
班
の

班
長
と
し
て
総
務
省
と
財
務
省
を
回
り

ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
全
国
町
村
長
大
会
が

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

安
倍
総
理
は
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議

の
た
め
欠
席
で
し
た
が
、
高
市
総
務
大

臣
、
石
破
地
方
創
生
大
臣
等
の
来
賓
祝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
の
大
会
は
、

「
地
方
創
生
」
を
は
じ
め
、
安
倍
総
理

の
地
方
を
重
視
す
る
意
気
込
み
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
総
理
大
臣
の

出
席
が
無
か
っ
た
た
め
か
、
形
式
だ
け

の
様
に
も
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
野
党

の
党
首
が
出
席
し
て
い
な
い
の
も
、
過

去
の
民
主
党
政
権
時
に
で
も
自
民
党
の

ゆめしまサイクル
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平

成

27

年

第

４

回

定

例

会

党
首
の
挨
拶
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
国
会
議
員
は
日
本
の
将
来
を
、
ま

た
地
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
少
し
疑
問
に
思
う
時
間
で
も
あ
り
ま

し
た
。

11
月
20
日
、
松
山
で
の
台
北
市
と
の

友
好
交
流
協
定
を
記
念
し
た
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
に
、
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道

振
興
協
議
会
副
会
長
と
し
て
出
席
し
、

愛
媛
県
を
代
表
す
る
柑
橘
や
瀬
戸
内
の

魅
力
な
ら
び
に
上
島
町
の
観
光
ア
ピ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。
台
北
市
か
ら
は
上

島
町
か
ら
の
訪
問
提
案
が
あ
り
、
台
北

市
内
自
治
体
と
の
協
定
の
話
も
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
翌
日
の
愛
媛
県
産
業
ま
つ
り

に
も
開
催
前
の
時
間
帯
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
上
島
町
出
店
関
係
者
に
激
励
を

兼
ね
た
視
察
を
し
た
後
、
上
京
い
た
し

ま
し
た
。

11
月
21
日
か
ら
、
全
国
の
島
々
が
東

京
に
集
ま
る
祭
典
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー

２
０
１
５
」、
翌
22
日
に
は
宮
城
県
山

元
町
の
「
第
５
回
山
元
町
ふ
れ
あ
い
産

業
祭
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
東
京
の
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
で
は
移
住

の
相
談
や
特
産
品
の
販
売
も
盛
況
で
、

宮
城
県
山
元
町
に
は
今
回
、
岩
城
島
か

ら
２
名
の
中
学
生
が
応
援
参
加
し
、
イ

ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
や
地
元
中
学
生
と

の
交
流
を
行
う
等
、
新
た
な
結
び
つ
き

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度

に
は
、
さ
ら
な
る
民
間
交
流
の
輪
が
広

が
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

魚
島
地
区
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
医

療
行
政
に
つ
い
て
は
、
12
月
１
日
に
、

魚
島
診
療
所
へ
新
た
な
医
師
と
看
護
師

さ
ん
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

住
民
の
生
命
と
生
活
を
委
ね
、
心
の
支

え
と
し
て
も
重
要
な
存
在
で
あ
り
ま
す

が
、
新
た
な
上
島
町
民
と
い
う
立
場
で

も
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
永
く
親
し
く
お
付
き
合
い
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
医
師
不
在

時
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
秦
先
生

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

も
体
調
に
留
意
さ
れ
、
地
域
医
療
の
発

展
に
さ
ら
な
る
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

そ
の
他
に
も
９
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
、
各
地
区
の
運
動
会
、
敬
老
会
、
秋

祭
り
、
文
化
祭
な
ど
、
各
島
々
の
特
色

あ
ふ
れ
る
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、上
島
町
伝
統
文
化
の
「
継
承
」「
創

造
」「
発
展
」
に
掛
け
る
情
熱
を
体
感

い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
愛
媛
県
の
プ
ロ
チ
ー
ム
で
あ

る
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
が
初

の
独
立
リ
ー
グ
日
本
一
に
輝
き
、
愛
媛

Ｆ
Ｃ
は
Ｊ
２
昇
格
10
年
目
を
迎
え
た
今

年
、
年
間
順
位
も
過
去
最
高
の
５
位
と

な
り
、
初
の
Ｊ

１
昇
格
プ
レ
ー

オ
フ
の
参
加
資

格
を
得
る
ほ
ど

の
活
躍
で
し

た
。
愛
媛
県
で

は
こ
の
地
域
密

着
型
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

を
県
民
総
ぐ
る

み
で
応
援
し
て
お
り
、
我
が
上
島
町
も

応
援
と
支
援
の
輪
を
広
げ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

今
回
の
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ

レ
ー
ツ
と
愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
飛
躍
は
、
不
断

の
努
力
は
必
ず
夢
を
叶
え
る
こ
と
を
証

明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
結
果
は
上

島
町
民
の
応
援
も
後
押
し
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
誇
り
と
し
、
上
島
町
の
行
政

運
営
も
同
様
に
さ
ら
な
る
努
力
を
積
み

重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

12
月
６
日
に
開
催
し
た
「
第
５
回

か
み
じ
ま
音
楽
祭
」
に
は
小
・
中
・
高
・

商
船
を
は
じ
め
町
内
の
音
楽
グ
ル
ー
プ

や
愛
媛
県
警
音
楽
隊
な
ど
の
演
奏
や
合

唱
が
あ
り
、
町
内
が
音
楽
の
和
で
包
ま

れ
ま
し
た
。
今
回
は
全
国
放
送
の
テ
レ

ビ
局
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
「
家
入
レ
オ
」
さ
ん

の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た

が
、
大
人
は
も
ち
ろ
ん
子
ど
も
達
が
歌

に
合
わ
せ
笑
顔
で
弾
む
姿
に
感
動
い
た

し
ま
し
た
。

今
回
の
音
楽
祭
は
全
国
ネ
ッ
ト
で
の

テ
レ
ビ
放
映
も
あ
り
ま
し
た
が
、
上
島

町
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
も
放
送
が
あ
り
ま
す
の

で
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

次
に
、
国
の
平
成
28
年
度
予
算
は
12

月
24
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
る
見
込
み
で

す
が
、
各
省
庁
か
ら
の
要
求
額
は
過
去

最
大
の
１
０
２
兆
４
千
億
円
と
な
り
、

今
後
、
財
務
省
は
今
年
度
と
同
水
準
に

圧
縮
す
る
考
え
で
、
総
額
97
兆
円
前
後

の
攻
防
に
な
り
そ
う
で
す
。

政
府
与
党
は
、
大
都
市
に
集
中
す
る

税
収
を
そ
れ
以
外
の
地
方
に
再
配
分
す

る
仕
組
み
を
強
化
す
る
方
針
を
固
め
、

法
人
住
民
税
（
地
方
税
）
か
ら
地
方
交

付
税
に
回
す
分
を
現
行
の
６
千
億
円
か

ら
１
兆
円
規
模
に
増
や
す
方
向
で
調
整

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
地
方
税
収
の
増

加
を
見
込
み
、
地
方
交
付
税
の
総
額
は

本
年
度
か
ら
減
ら
す
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。今

年
度
の
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
も

安
倍
首
相
か
ら
編
成
の
指
示
が
出
さ
れ

て
お
り
、「
一
億
総
活
躍
社
会
」
に
向

け
た
介
護
施
設
の
整
備
や
、
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
発
効
に

備
え
た
農
業
の
支
援
策
が
そ
の
柱
に
な

り
ま
す
。

上
島
町
の
平
成
28
年
度
当
初
予
算
編

成
に
つ
い
て
で
す
が
、
11
月
４
日
に
編

成
基
本
方
針
を
職
員
に
示
し
ま
し
た
。

そ
の
主
旨
は
、「
入
る
を
量
り
て
出
ず

る
を
制
す
」
と
い
う
財
政
規
律
を
基
本

に
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
つ
つ
、
緊
急
性
・
重
要
性
の
高
い
事

業
を
選
択
し
「
最
小
の
経
費
（
コ
ス
ト
）

で
最
大
の
効
果
（
サ
ー
ビ
ス
）」
を
上

げ
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
で
す
。

ま
た
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
な
ど

で
町
民
の
皆
様
か
ら
直
接
生
の
声
を
き

か
せ
て
い
た
だ
い
た
改
善
要
望
等
に
つ

き
ま
し
て
も
、
緊
急
度
や
重
要
度
に
応

じ
て
予
算
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
昨
年
の
要
望
に
係
る
実
績
を

上
げ
ま
す
と
建
設
課
ハ
ー
ド
関
連
に
お

い
て
28
事
業
、
総
額
４
７
，１
９
０
千

円
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
継

続
し
て
財
政
健
全
化
に
務
め
た
結
果
、

台湾・日月潭
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行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
規
定

を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め

―
原
案
可
決
―

■
平
成
27
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特

別
会
計
（
４
会
計
）《
全
５
議
案
》

■
一
般
会
計

【
補
正
額
】　  

△
８
０
０
０
万
円

【
総　

額
】
71
億
７
２
０
０
万
円

■
特
別
会
計
（
４
会
計
）―

原
案
可
決
―

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

●
魚
島
総
合
支
所
庁
舎
改
築
工
事

【
契
約
方
法
】
随
意
契
約

【
契
約
金
額
】
２
億
６
２
２
２
万
４
千
円

【
契
約
の
相
手
方
】

今
治
市
南
宝
来
町
３
丁
目
４
番
地
の
５

株
式
会
社　

河
上
工
務
店

代
表
取
締
役　

河
上　

亮
一

―
可　
　

決
―

平

成

27

年

第

４

回

定

例

会

条 

例 

議 

案

各
議
案
の
主
な
内
容
及
び
議
決
結
果

平
成
26
年
度
決
算
で
は
、
実
質
公
債
費

比
率
等
全
て
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率

に
お
い
て
健
全
数
値
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
般
家
庭
の
定
期
預
金
に

相
当
す
る
基
金
は
、
寄
付
金
に
係
る
特

定
目
的
基
金
以
外
で
は
６
年
連
続
で
取

崩
し
を
行
わ
な
い
、
健
全
な
財
政
運
営

を
持
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
財
政
見
通

し
に
お
い
て
歳
入
で
は
、
過
疎
・
高
齢

化
が
急
激
に
進
行
す
る
中
、
町
民
税
の

大
幅
な
増
加
も
見
込
め
な
い
状
態
で

す
。
歳
入
総
額
の
約
５
割
を
占
め
る
地

方
交
付
税
が
平
成
27
年
度
か
ら
の
合
併

特
例
措
置
の
逓
減
に
よ
り
、
年
々
予
算

編
成
が
困
難
と
な
る
見
通
し
を
踏
ま

え
、
全
て
の
事
業
の
必
要
性
を
改
め
て

総
点
検
し
た
上
で
、
経
費
の
節
減
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
厳
し
い
現
状
に

あ
り
ま
す
。
昨
年
の
当
初
予
算
編
成
に

お
い
て
も
各
種
団
体
の
補
助
金
５
％

カ
ッ
ト
、一
部
建
設
事
業
等
の
先
送
り
、

特
別
職
の
給
与
カ
ッ
ト
等
に
よ
り
歳
出

抑
制
を
行
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
度

は
さ
ら
な
る
節
減
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
国
保
税
や
下
水
道
料
金
等

の
見
直
し
を
含
め
、
議
会
や
町
民
の
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
を
参
照
し
、
予
算
化

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、「
悲
観
主
義
者
は
全
て
の

好
機
の
中
に
困
難
を
見
つ
け
る
が
、
楽

観
主
義
者
は
全
て
の
困
難
の
中
に
好
機

を
見
出
す
。」（
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー

チ
ル
英
国
首
相
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
今
、
上
島
町
は
少
子
高
齢
化
と

い
う
問
題
に
直

面
し
て
い
ま
す

が
、
た
だ
悲
観

す
る
ば
か
り
で

は
な
く
そ
の
時

代
に
即
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
行

う
べ
き
で
す
。

12
月
１
日
に

は
上
島
町
と
土

生
商
船
株
式
会
社
と
で
協
議
を
重
ね
て

お
り
ま
し
た
生
名
立
石
港
か
ら
三
原
港

間
を
運
航
す
る
高
速
船
が
、
因
島
田
熊

港
の
商
業
施
設
「
因
島
モ
ー
ル
」
に
新

設
さ
れ
た
桟
橋
へ
の
寄
港
を
始
め
ま
し

た
。
こ
の
航
路
に
よ
る
利
便
性
の
向
上

は
大
き
く
、
三
原
港
か
ら
総
合
病
院
へ

の
無
料
バ
ス
の
活
用
と
い
う
選
択
肢
も

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

上
島
町
に
は
経
済
の
好
循
環
、「
東

寺
百
合
文
書
」
世
界
記
憶
遺
産
へ
の
登

録
、
岩
城
橋
の
平
成
33
年
度
完
成
と
い

う
具
体
的
目
標
、
造
船
振
興
に
よ
る
雇

用
拡
大
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
客
の
増
加
な
ど
を
含
め
、
好
機
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
後
も
地
場
産

業
で
あ
る
造
船
や
農
水
産
業
を
し
っ
か

り
支
え
な
が
ら
、
上
島
町
創
生
の
歩
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

■
上
島
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
規
定

を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
規
定

を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
規

定
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
規
定

を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

山元町ふれあい産業まつり

補
正
予
算
議
案

国
民
健
康

保　
　

険

補
正
額

２
５
０
０
万
円

総　

額
13
億
７
３
８
０
万
円

介
護
保
険

補
正
額

３
２
０
０
万
円

総　

額
８
億
３
３
０
０
万
円

介　
　

護

サ
ー
ビ
ス

補
正
額

１
４
０
万
円

総　

額

４
４
１
０
万
円

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

補
正
額

１
１
７
０
万
円

総　

額

４
億
７
７
０
万
円

そ
の
他
議
案
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団
地
や
ア
パ
ー
ト
等
に
お
住
い
の
方

に
つ
い
て
は
、
住
民
票
に
方
書
（
建
物

名
・
部
屋
番
号
等
）
を
記
載
し
ま
す
。

方
書
が
な
い
と
、
同
じ
地
番
に
複
数

の
世
帯
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
地

番
表
示
だ
け
で
は
郵
便
物
が
正
確
に
お

届
け
で
き
な
い
等
の
問
題
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、

住
民
票
に
方
書
記
載
が
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
お
近
く
の
支
所
で
住
民
票
へ
の

方
書
追
加
の
手
続
き
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

※
平
成
25
年
２
月
１
日
以
降
に
転
入
・

転
居
さ
れ
た
方
は
、
す
で
に
方
書
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
す
で
に
申
出
に
よ
り
方
書
記
載
を
し

て
い
る
方
は
、
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

•
印
鑑

•
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・
旅

券
な
ど
）

•
代
理
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合
は
、

本
人
か
ら
の
委
任
状

上
島
町
で
は
、
公
共
の
場
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
を
行
う
方
々
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
用
の
ご
み
袋
を
お
配
り
し
て
い

ま
す
。
各
総
合
支
所
住
民
課
に
て
受
付

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

◆
回
収
ご
み
は
一
般
家
庭
ご
み
同
様
に

正
し
く
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
個
人
の
家
庭
ご
み
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

袋
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
回
収
ご
み
が
少
量（
５
袋
程
度
ま
で
）

な
ら
、
対
象
ご
み
の
収
集
日
に
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す
こ
と
が
出
来

ま
す
。
多
量
の
場
合
は
お
手
数
で
す

が
最
寄
り
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
搬
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
上
島
町
魚
島
観
光
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
】

上
島
町
魚
島
観
光
セ
ン
タ
ー

上
島
町
魚
島
一
番
耕
地
１
３
６
２
番
地

１【指
定
管
理
者
】

上
島
町
魚
島
一
番
耕
地
１
２
６
番
地

壱Ｕ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ

零
九
壱
（
い
れ
ぐ
い
）

代
表
者　

大
西　

弘
範

【
指
定
期
間
】

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
31
年
3

月
31
日　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
「
大
筋
合
意
」
は
撤
回

し
、
調
印
・
批
准
し
な
い
こ
と
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て　
　

―
不
採
択
―

■
政
府
に
よ
る
米
価
下
落
対
策
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て　
　

―
不
採
択
―

■「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
の
廃
止

と
最
低
保
障
年
金
制
度
の
実
現
を
求
め

る
請
願
書　
　
　
　
　

―
採　
　

択
―

■
国
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る

国
の
行
政
機
関
等
の
体
制
・
機
能
の
充

実
を
求
め
る
請
願
書　

―
採　
　

択
―

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力
を

問
上
島
町
各
総
合
支
所
住
民
課

平

成

27

年

第

４

回

定

例

会

日 潮 高　　潮 低　　潮
時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位

1 小 4：23 238 16：22 252 10：09 135 23：00 107
2 小 5：40 231 17：20 239 11：13 156 - -
3 長 7：07 237 18：35 234 0：08 106 12：51 165
4 若 8：20 255 19：47 240 1：25 95 14：25 157
5 中 9：15 279 20：47 255 2：30 75 15：26 139
6 中 9：59 305 21：37 275 3：22 51 16：11 118
7 中 10：38 328 22：22 297 4：07 27 16：50 95
8 大 11：16 348 23：05 317 4：49 5 17：27 73
9 大 11：52 362 23：47 333 5：29 -10 18：03 54

10 大 12：29 368 - - 6：09 -18 18：40 40
11 大 0：30 343 13：07 367 6：50 -15 19：19 31
12 中 1：14 344 13：46 357 7：32 -3 20：00 29
13 中 2：01 337 14：28 341 8：16 19 20：44 33
14 中 2：52 323 15：13 319 9：04 48 21：33 41
15 小 3：52 304 16：06 295 9：59 80 22：32 52
16 小 5：05 288 17：11 274 11：08 109 23：44 60
17 小 6：31 283 18：28 262 12：37 127 - -
18 若 7：55 291 19：47 264 1：06 59 14：10 125
19 中 9：04 309 20：54 275 2：23 46 15：21 110
20 中 9：59 326 21：50 290 3：26 29 16：15 91
21 中 10：44 340 22：37 304 4：17 14 16：58 75
22 大 11：23 347 23：18 314 5：01 6 17：36 63
23 大 11：58 347 23：55 318 5：39 5 18：10 56
24 大 12：29 341 - - 6：15 11 18：41 53
25 大 0：30 316 12：57 331 6：47 24 19：10 54
26 中 1：03 310 13：24 318 7：17 42 19：38 59
27 中 1：36 300 13：50 303 7：46 62 20：06 65
28 中 2：09 287 14：16 287 8：16 85 20：36 73
29 小 2：47 273 14：45 270 8：48 108 21：11 82
※この潮汐表は、尾道港を基準港として計算した弓削港のものです。
※この潮汐表は、（一財）日本水路協会から引用したものです。

㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪

２ 月 の 潮 汐 表

和太鼓や獅子舞など愛媛の多彩な伝統芸能を子ども
達が熱演。華道の展示や茶道、俳句等体験コーナーも。
〇日時　２月28日（日）10：00 ～ 15：30
〇場所　ひめぎんホールサブホール、県民プラザほか

問県文化・スポーツ振興課
☎089-912-2972

地域伝統文化
キッズ・カーニバル

住
民
票
へ
の
方
書
記
載

問
上
島
町
各
総
合
支
所
住
民
課
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港
外
の
闇
の
引
き
出
す
寒
さ
か
な

　

田
坂　

紫
苑

海
風
が
水
仙
叢
を
吹
き
回
す田

坂
芙
代
子

悴か
じ
かみ
て
菜
を
引
く
手
元
朝
日
差
す

中
本
砂
恵
子

母
助す

け
に
帰
り
て
大だ
い
こ根

味
は
ひ
ぬ

中
脇　

幸
造

旅
に
出
る
ひ
そ
か
な
奢お
ご

り
爪
ぬ
れ
ば
皺

苦
茶
な
手
も
若
や
ぎ
て
く
る

　

宮
本
佳
世
子

黐も
ち

の
実
の
紅
く
な
り
た
り
花
の
如
木
陰

に
夫つ
ま

の
面
影
の
た
つ

浪
本　

綾
子

海
の
上へ

を
鴉
と
白
鷺
並
び
翔
ぶ
黒
と
白

と
の
鮮
や
か
な
対
比

森
本　

和
佳

大
屋
根
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
張
る
余

生
を
し
ば
し
エ
コ
で
過
ご
さ
む

浪
本
三
千
彦

郵
便
屋
軽
蔑
さ
れ
し
吾
な
れ
ど
郵
政
大

臣
よ
り
表
彰
状
と
感
謝
状

白
石　
　

勇

川
べ
り
の
砂
湯
に
浸
り
行
く
秋
を
孫
等

と
楽
し
む
湯
原
の
里
に

西
本　

優
子

姉
と
ふ
た
り
紅
葉
の
木
漏
れ
日
息
を
の

む
積
善
の
山
母
に
見
せ
た
し高

本　

久
子

嫌
ひ
ゐ
し
父
に
声
ま
で
そ
っ
く
り
と

凶
を
気
に
せ
ず
魔
除
け
に
す
初
み
く
じ

　

城
山　
　

登

人
の
世
の
道
の
短
さ
冬
景
色

暖
冬
を
頼
み
や
り
く
り
年
を
越
す

久
保
か
す
み

来
年
よ
干
支
は
ま
だ
猪
鎮
ま
れ
よ

賀
状
書
く
数
減
り
し
こ
と
し
み
じ
み
と

し
ん
ど
ふ
じ

七
十
年
語
れ
ず
逝
き
し
父
偲
ぶ

雲
海
の
波
掻
き
分
け
て
空
の
旅ひ

ま
わ
り

逸
る
犬
猟
友
会
の
猪
退
治

泳
ぎ
来
る
猪
多
く
な
る
島
は
過
疎

柳　
　

小
福

喜
寿
我
も
壮
年
会
や
浦
祭

魚
島
に
電
飾
飾
る
ク
リ
ス
マ
ス

松
原　

瑞
峰

上島の　　 芸上島の　　 芸

む
つ
み
歌
会
【
岩
城
】

水　

曜　

会
【
弓
削
】

魚
島
俳
歌
柳
会
【
魚
島
】

田
坂
さ
ん

・
津
国
さ
ん

・
村
上
さ
ん

が
入
選

第
30
回
国
民
文
化
祭
・
俳
句
大
会

平
成
27
年
10
月
31
日（
土
）か
ら
11
月

15
日（
日
）に
か
け
て
行
わ
れ
た
第
30
回

国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
で
、

鶴
の
ま
ち
俳
句
大
会
に
田
坂
與
紹
さ
ん

が
一
般
の
部
（
投
句
総
数
６
１
７
８

句
）
に
、
弓
削
高
校
２
年
の
津
国
亜
美

さ
ん
、
生
名
小
３
年
の
村
上
瑞
姫
さ
ん

が
小
・
中
・
高
校
生
の
部
（
投
句
総
数

１
万
２
９
３
９
句
）
に
そ
れ
ぞ
れ
入
選

し
ま
し
た
。

田
坂
さ
ん
の
句
は
「
露
け
し
や
遊
女

の
墓
と
の
み
伝
ふ
」、
津
国
さ
ん
の
句

は
「
待
ち
ゐ
た
る
鳥
の
二
羽
目
も
来
し

干
潟
」、
村
上
さ
ん
の
句
は
「
う
ぐ
い

す
の
鳴
く
校
庭
に
ね
こ
ね
て
る
」で
す
。

田
坂
與
紹
さ
ん
が
入
選

日
本
伝
統
俳
句
協
会
全
国
俳
句
大
会

平
成
27
年
９
月
12
日（
土
）
と
13
日

（
日
）の
両
日
に
行
わ
れ
た
日
本
伝
統
俳

句
協
会
第
26
回
全
国
俳
句
大
会
で
、
田

坂
與
紹
さ
ん
の
句
「
遠
足
の
列
踏
切
に

縮
み
た
る
」
が
入
選
し
ま
し
た
。

愛
媛
県
が
開
設
し
た
「
え
ひ
め
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
独
身
男
女
に

出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
各
地

で
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
が
、更
な
る
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

現
在
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
く
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
通
じ
て
、

幸
せ
な
結
婚
へ
向
け
サ
ポ
ー
ト
す
る
愛

の
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
役
と
し
て
ご
活
動
い

た
だ
け
る
方
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
事
前
申
込

み
が
必
要
で
す
。）

東
予
地
区
説
明
会
…
２
月
17
日（
水
）

14
時
～
16
時
、今
治
市
城
東
公
民
館（
今

治
市
東
門
町
４
丁
目
１
―
６
）

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
役
を
募
集

問
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

（（
一
社
）
愛
媛
県
法
人
会
連
合
会

内
）
松
山
市
大
手
町
２
―
５
―
７

松
山
商
工
会
館
２
階　

☎
０
８
９
―

９
３
３
―
５
５
９
６
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　

http://w
w

w
.m

sc-ehim
e.jp

携
帯
サ
イ
ト　

http://w
w

w
.m

sc-
ehim

e.jp/m
/

魚
島
地
区
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
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♥︎健康だより

認知症でも安心して暮らせる町をめざして
日本における認知症の人の数は平成24（2012）

年で約462万人、65歳以上の高齢者の約７人に１
人と推計されています。さらに、正常と認知症と
の中間である「軽度認知障害（ＭＣＩ）」と推計
される約400万人と合わせると、65歳以上の方の

４人に１人は認知症またはその予備軍だと言われ
ています。高齢化の進展に伴い、その数はますま
す増加しており、現在の日本は、誰もが認知症に
なるか、認知症の人と接することになる社会です。

脳の細胞がゆっくりと死んでいく「アルツハイ
マー型認知症」「レビー小体型認知症」、脳血管障
害で血管が詰まり、脳細胞の働きが失われる「脳
血管性認知症」が三大認知症と言われています。

認知症の症状は、脳の細胞が壊れることによっ
て直接起こる「中核症状…ついさっきのことを忘
れる（記憶障害）、時間・場所・人が分からなく
なる（見当識障害）、考えるスピードが遅くなる等」
と、本人の性格・環境・周囲の適切でない対応な
どが影響して起こる「行動・心理症状…妄想、幻

覚、徘徊、興奮・暴力、無気力、うつ状態等」の
２種類に分けられます。

認知症は早期に適切な治療とケアを始めること
で、ある程度進行を遅らせることができる病気で
す。また、周囲の人の接し方で進行や症状が大き
く変わります。そのためには、早期発見・早期治
療が重要です。家族や周囲の人が「どうもいつも
と様子が違う」と感じることがあれば、早めにか
かりつけ医や地域包括支援センターなどに相談す
るようにしましょう。

認知症は、環境が変わることで症状が悪化する
恐れがあります。「誰も知らない心細い場所では
なく、住み慣れた町で幸せに暮らし続けたい」と
いう思いは、健康な人の心理となんら変わりあり
ません。そのためには、家族の支援だけでなく、
地域の温かい見守りや優しい声掛け、ちょっとし

た手助けが必要不可欠です。認知症の人を理解し、
支えることは、自分の家族や自分自身が認知症に
なったときに安心して暮らせる町づくりにもつな
がります。

誰にでも起こりうる可能性がある脳の病気

地域のみんなの理解と支えが必要です

早期発見の
ポイント

□同じことを言ったり聞いたりする
□以前よりも疑い深くなった
□以前あった関心や興味が失われた
□置き忘れやしまい忘れが目立つ

□時間や場所の感覚が不確かになった
□ささいなことで怒りっぽくなった
□蛇口やガス栓の閉め忘れが目立つ
□財布を盗まれたと言う

☆認知症サポーター養成講座を実施しています☆
認知症サポーターとは、認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温か

く見守る応援者です。平成17年度より、厚生労働省が「認知症を知り地域をつくる
キャンペーン」の一環として実施しており、現在全国に約660万人、上島町では588
人のサポーターが誕生しています。認知症について正しく理解するとともに、認知
症になっても安心して暮らせるまちづくりについて
考えてみませんか。職場・団体のほか、お友達やグ
ループなどでも出前講座を行います。詳細は、各地
区保健センター内の地域包括支援センターまで、お
気軽にお問い合わせください。

★
今
月
号
の
担
当
★

　

保
健
師

　
　
　

多
木　

陽
子
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タ
オ
ル
で
ス
ト
レ
ッ
チ

寒
い
日
々
、
猫
背
で
過
ご
し
て
い
ま
せ

ん
か
？　

近
年
、
加
齢
に
伴
う
脊
椎
の
変

形
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
若
者
に
も
猫
背

で
悩
む
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
原
因
の
一

つ
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利

用
時
間
の
増
加
で
す
。
猫
背
は
首
の
骨
に

も
影
響
し
、
慢
性
的
な
肩
こ
り
状
態
に

な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
バ
ス
タ
オ
ル

を
使
っ
た
猫
背
・

肩
こ
り
対
策
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

①
バ
ス
タ
オ
ル
を

四
つ
折
り
に
し
、

く
る
く
る
と
巻
い

て
輪
ゴ
ム
で
止
め

ま
す
。（
猫
背
の
度
合
い
が
大
き
い
人
は

薄
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
で
）

②
タ
オ
ル
を
背
の
肩
甲
骨
部
に
縦
に
置
い

て
、
枕
を
せ
ず
に
仰
向
け
に
寝
ま
す
。
腕

は
胸
を
張
る
よ
う
に
肩
か
ら
反
ら
し
ま

し
ょ
う
。

軽
く
左
右
に
揺
れ
な
が
ら
５
分
間
。

上
級
編

　

バ
ン
ザ
イ
を
す
る
と
肩
周
り
の
筋
肉
ま

で
ス
ト
レ
ッ
チ
で
き
ま
す
。

　

バ
ス
タ
オ
ル
を
２
重
に
す
る
と
反
り
が

強
く
な
り
、
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
た
め

に
体
幹
・
下
肢
の

筋
肉
も
鍛
え
ら
れ

ま
す
よ
。

２月
健康相談・リハビリ教室・検診ガイド
※★印は、獲得できる健康ポイント数

健康相談（★5P）
16日（火） 13:30～16:30 魚島保健福祉センター
17日（水） 10:00～14:00 高井神公民館

健康づくり料理教室（★5P）
4日（木） 10:00～12:00 魚島保健福祉センター

男の料理倶楽部（★5P）
4日（木） 14:30～16:30 魚島保健福祉センター

のびのびひろば
5日（金） 10:00～11:00 弓削保健センター

健康相談（★5P）
16日（火） 10:00～11:00 せとうち交流館

おたっしゃクラブ（★5P）
17日（水） 10:00～12:30 弓削開発総合センター
18日（木） 10:00～12:30 下弓削中央集会所
19日（金） 10:00～12:30 弓削保健センター
25日（木） 10:00～12:30 久司浦集会所

睡眠改善教室（★5P）
23日（火） 14:00～16:00 弓削地域交流センター

ちびっちくらぶ
29日（月）   9:30～11:00 せとうち交流館

上島はつらつ教室自主活動（★5P）
1日（月） 13:30～14:30 生名保健センター
8日（月） 13:30～14:30 生名保健センター

15日（月） 13:30～14:30 生名保健センター
22日（月） 13:30～14:30 生名保健センター
29日（月） 13:30～14:30 生名保健センター

おたっしゃクラブ（★5P）
3日（水） 10:00～12:30 生名公民館
4日（木） 10:00～12:30 生名保健センター

いきいき体操（★5P）
8日（月） 10:00～11:30 生名保健センター

22日（月） 10:00～11:30 生名保健センター
健康相談（★5P）

9日（火） 10:00～11:00 生名公民館
25日（木） 10:00～11:00 立石港務所

脳いきいき教室（★5P）
10日（水） 10:30～13:00 生名保健センター

育ＭＥＮ料理教室（★10P）
19日（金）   9:30～12:30 生名保健センター

こどもの城講演会（★10P）
29日（月）   9:30～11:00 せとうち交流館

育児教室（★5P）
3日（水） 10:00～11:30 岩城保健センター

シニアサポーター養成講座（★5P）
8日（月） 13:30～15:30 岩城総合支所２階大ホール

22日（月） 13:30～15:30 岩城総合支所２階大ホール
脳いきいき教室（★5P）

9日（火） 13:30～15:00 岩城保健センター
にこにこ広場（★5P）

16日（火） 14:00～16:00 岩城開発総合センター
健康相談（★5P）

17日（水） 10:00～11:00 コミュニティセンター
離乳食教室（★5Ｐ）

18日（木） 9:30～、10:30～ 岩城保健センター

◆生名保健センター　TEL 74‒0911

◆岩城保健センター　TEL 74‒0755

◆弓削保健センター　TEL 77‒3700

◆魚島保健福祉センター　TEL 74‒1120

元気アップ体操、検診等ガイド

臨床心理士による「こころの健康電話相談」

問089-958-1348 ／ 089-958-1349
（当日のみ通話可能。通話が混雑してつながり
にくい場合があります）

心配ごとや不安なことを抱えて一人で悩んでい
ませんか。家庭や職場について、あるいは心と身
体の不調についてなど、さまざまな相談に電話で
応じます。相談は匿名でもお受けできます。秘密
は厳守いたします。
日時： 平成28年３月６日（日） ９時～ 17時
主催： 日本臨床心理士会・愛媛県臨床心理士会（共催）
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上島の歴史、島おこし協力隊活動報告

島おこし
協力隊
活動報告

島おこし協力隊
大西　美穂

塩田の記憶と古写真

３月にＤＶＤ上映会を企画

地域に根ざした地域学は、全国各地
で地域住民が主体となって展開されて
います。上島町のお隣の広島県尾道地
域で取り組まれている「尾道学」は、
その好例です。地域学に向き合い、精
力的な活動を行っている市民団体・尾
道学研究会の発足10周年を記念した写
真展が尾道市内各所で開催され、私は
向島の会場に足を運びました。「塩田
の記憶と造船」というテーマで、戦前・
戦中・戦後にわたって活躍した郷土写
真家の土本壽美氏の撮影した貴重な記
録資料が展示されていました。

塩田と造船。平成の時代の上島町で
生きる私たちにとっても、後者は身近
なものです。造船所のドックに入った
大きな船や空高くそびえるクレーンは
日常の風景であり、多くの方々が造船
業やその関連業に従事されています。

一方、塩田といえば、少し前の朝の

連続テレビドラマのロケ地となった能
登の塩田を思い浮かべる方が多いと思
います。確かにかつて瀬戸内海のいた
るところにあった生業の場としての塩
田を見ることは困難です。中世には東
寺の「塩の荘園」であった弓削島の塩
田は、明治17年（1884年）には堤・明
神・引野の三浜に見られましたが、第
１次塩田整理により明治時代の終わり
にはその姿を消しました。また、生名
島と岩城島の塩田は、製塩方法を変え
て入浜式塩田から流下式塩田となりま
すが、昭和46年に廃止されました。

昭和30年代まで盛んであった製塩業
の記憶を記録として後世に残すため
に、実際に従事されてきた方々への聞
き取り調査や塩田を記録した古写真及
び製塩業に関わる民俗資料の収集の必
要性を感じています。

こんにちは。協力隊の大西です。今
年は暖冬のようで、身を切るような寒
さをそれほど感じない冬のようです
が、皆様いかがお過ごしでしょうか。

私は上島町に来て、２月で５ヶ月目
を迎えます。これまでは、主にイベン
ト関連のお手伝いを中心に活動してき
ました。今月開催されるゆめしま海道
いきなマラソンにも携わらせていただ
いております。まずは、こうした活動
を通して、上島町の皆様と顔を合わせ
る機会を少しでも多く持っていきたい
と思っています。

今、自分が計画して進めている企画
として、DVD「見えないから見えた
もの」上映会があります。この作品
は、小学校２年生の時に失明しながら

も逆境に負けず強く生きる、岡山県立
岡山盲学校の元教頭、竹内昌彦先生の
半生を描いたものです。私が竹内先生
の存在を知ったのは、視覚障がい者の
方と接する機会の多いNPOの活動に
参加していたのがきっかけでした。実
際に先生のお話を聞き、DVDを見て、
強く突き動かされるものがあり、今回
の企画実施に至りました。できるだけ
多くの方に見ていただきたいので、料
金は無料としております。詳細は広報
折り込みチラシや、掲示しているポス
ター等をご覧ください。DVDを観て
何かを感じ、持ち帰っていただけたら
と思います。３月13日（日）、せとうち
交流館にて開催です。皆様のご来館を
心よりお待ちいたしております。

ふるさと
上島学への招待
⑩

上島町教育委員会
有馬　啓介

フェスパから

立石港と深浦塩田（昭和
36年頃）
生名村誌編纂委員会編

『生名村誌』生名村　平
成16年　から
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LETTERS FROM SCHOOL

第29回愛媛県高等学校総合文
化祭に出品・出場。時本真弥さ
んが奨励賞受賞

平成27年11月20日（金）、21日
（土）、22日（日）に、愛媛県県民
文化会館（ひめぎんホール）、
愛媛県美術館南館、内子座等で
第29回愛媛県高等学校総合文化
祭が行われました。

今年度は弁論、美術・工芸、
写真、書道、文芸（俳句）、吹

奏楽部門の６部門に出品・出場
し、２年生の時本真弥さんが写
真部門で奨励賞を受賞しまし
た。「まずは被写体になってく
れたクラスメートや後輩に感謝
したいです。これからは、今ま
で以上にいろんなことを経験し
ていきたいです。そして、気に
なったものは注意深く観察し
て、撮影したり俳句を作ったり
していきたいです」と話してい
ました。

クリスマス料理講習会を実施
平成27年12月17日（木）に本校

の調理室で家庭クラブ主催のク
リスマス料理講習会が行われま
した。

今回の講習会では生徒32名が

参加し、『ブッシュ・ド・ノエル』
というお菓子を参加者全員で作
りました。３年生で家庭クラブ
委員長の岡野敦子さんは「部活
などで忙しい中、たくさんの人
が参加してくれて良かったで
す。『創造』『勤労』『愛情』『奉
仕』の精神のもと、今後も人と
人とのふれあいを大切にした活
動を続けていきたいです。」と
話していました。

第37回四国地区高等専門学校
総合文化祭に参加

平成27年12月12日～13日、高
知県立県民文化ホールで開催さ
れた第37回四国地区高等専門学
校総合文化祭に、本校より教職
員及び学生あわせて82人が参加
しました。

四国地区５高専６キャンパス
の学生が一同に集い、吹奏楽や
絵画等の35種目について、互い
にパフォーマンスを披露・発表
し、競い合いました。

各会場では、日頃学生たちが
クラブ活動で創作した絵画や書
道、パネル展示、英語によるプ
レゼンテーション、演劇等々多
彩な催しがありました。

閉会式は、吹奏楽を含む６部

門の表彰があったほか、フィ
ナーレとして各高専の代表者が
一斉に舞台に集い、活気に満ち
た「よさこい踊り」を披露し、
閉会しました。

絵画の部で優秀賞受賞
本文化祭において、本校の情

報工学科４年ファティン・ヌワ
イラ・ビンティ・アズマリさん
が絵画の部で優秀賞を受賞しま
した。

絵画のタイトルは「Orang　

Laut（オラン ラウト：マレー
シア語）」で、海に携わる人と
いう意味です。かつては王様に
海の情報を伝える大切な協力者
という意味があり、作品を描く
にあたって、この単語からイン
スピレーションを得たそうで
す。

受賞作では、漁船が油絵で力
強く、かつロープやタイヤなど
の細かい部分は繊細に描かれて
います。

弓削高等学校　http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校　http://www.yuge.ac.jp/

県
総
文
祭
に
６
部
門
出
品
・
出
場

四
国
地
区
高
等
専
門
学
校
総
合
文
化
祭
に
参
加
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春
ば
れ
い
し
ょ
の
栽
培

ば
れ
い
し
ょ
は
栄
養
価
が
高
く
、
色
々
な
料
理
に
も
利
用
で
き
る

た
め
、
よ
く
食
べ
ら
れ
る
野
菜
の
ひ
と
つ
で
す
。
暖
地
で
は
春
と
秋

の
2
回
栽
培
で
き
ま
す
が
、
春
の
方
が
作
り
や
す
い
作
物
で
す
。
芋

類
の
中
で
も
ば
れ
い
し
ょ
は
栽
培
期
間
が
短
く
、
手
間
が
あ
ま
り
か

か
ら
な
い
た
め
比
較
的
簡
単
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

保
存
も
き
く
た
め
家
庭
菜
園
に
も
向
い
て
い
る
野
菜
で
す
。

①
品
種
と
植
付
時
期

ば
れ
い
し
ょ
に
は
、
非
常
に
多

く
の
品
種
が
あ
り
ま
す
。
春
に
作

付
代
表
的
な
品
種
と
し
て
は
、「
男

爵
薯
」「
メ
ー
ク
イ
ン
」
で
す
が
、

こ
の
ほ
か
に
は
「
キ
タ
ア
カ
リ
」

や
「
デ
ジ
マ
」、
表
皮
が
紅
桃
色

の
「
ア
ン
デ
ス
の
乙
女
」
な
ど
が

栽
培
さ
れ
ま
す
。
植
付
時
期
は
、

２
月
下
旬
か
ら
３
月
中
旬
で
す
。

②
ほ
場
の
準
備

連
作
を
嫌
う
の
で
、
３
年
以
上

ナ
ス
科
作
物
を
栽
培
し
て
い
な

い
、
日
当
り
や
排
水
の
良
い
場
所

を
選
び
ま
す
。
植
付
２
週
間
前
ま

で
に
は
完
熟
堆
肥
を
10
平
方
㍍
当

た
り
20
㌔
、
化
成
肥
料
１
㌔
を
施

し
、
よ
く
耕
う
ん
し
て
畦
幅
60
～

70
㌢
の
畦
を
た
て
て
お
き
ま
す
。

な
お
、
石
灰
質
肥
料
は
、
よ
ほ

ど
酸
性
で
あ
る
場
合
以
外
は
、
植

付
前
に
は
施
さ
な
い
方
が
よ
い
で

す
。

③
種
い
も
の
準
備
、
切
断

種
い
も
は
ウ
イ
ル
ス
病
に
よ
る

生
育
不
良
を
避
け
る
た
め
、
植
物

防
疫
検
査
合
格
の
種
い
も
を
10
平

方
㍍
当
た
り
２
～
２
・
５
㌔
用
意

し
ま
す
。種
い
も
を
購
入
し
た
ら
、

１
週
間
ほ
ど
弱
い
日
光
が
あ
た
る

室
内
な
ど
に
広
げ
、
日
光
を
あ
て

て
芽
の
緑
化
を
促
し
ま
す
。
植
付

け
２
～
３
日
前
に
、
種
い
も
を
一

切
れ
当
た
り
に
芽
が
２
～
３
あ
る

状
態
（
35
～
50
㌘
）
に
切
断
し
ま

す
。
１
５
０
～
２
０
０
㌘
の
い
も

は
４
つ
切
、
１
０
０
～
１
５
０
㌘

は
３
つ
切
、60
～
90
㌘
は
２
つ
切
、

60
㌘
よ
り
小
さ
い
も
の
は
そ
の
ま

ま
で
植
付
け
ま
す
。
切
断
し
た
種

い
も
は
植
付
後
の
腐
敗
を
防
止
す

る
た
め
日
陰
で
陰
干
し
し
て
、
切

断
部
分
を
よ
く
乾
か
し
て
お
き
ま

す
。
そ
の
際
、
切
り
口
に
殺
菌
剤

や
草
木
灰
を
散
布
（
塗
布
）
す
る

こ
と
で
種
い
も
が
腐
敗
し
に
く
く

な
り
ま
す
。

④
植　

付

一
般
的
な

ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
栽
培
で
は

マ
ル
チ
は
使

用
し
ま
せ
ん

が
、
マ
ル
チ

を
使
用
す
る

こ
と
で
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。ま
ず
、

地
温
が
上
が
る
た
め
発
芽
が
早
く

な
り
、収
量
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、

土
寄
せ
の
際
に
は
株
元
の
地
上
に

露
出
し
た
芋
に
土
を
被
せ
る
程
度

で
す
み
ま
す
。
雑
草
も
抑
制
で
き

る
た
め
、
お
す
す
め
で
す
。
幅
90

㌢
の
畦
に
深
さ
10
㌢
程
度
の
溝
を

２
列
掘
り
、
株
間
25
㌢
で
い
も
の

切
り
口
を
下
に
し
て
置
き
、
覆
土

し
ま
す
。
マ
ル
チ
栽
培
の
場
合
に

は
や
や
深
め
に
植
付
け
、
一
ヶ
月

頃
に
芽
が
マ
ル
チ
を
押
し
上
げ
て

き
た
ら
マ
ル
チ
を
破
っ
て
芽
を
出

し
て
や
り
ま
す
。
晩
霜
の
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
は
、
適
宜
遅
ら
せ

ま
す
。

⑤
芽
か
き

植
付
後
は
芽
が
多
く
伸
び
て
く

る
の
で
、
勢
い
の
よ
い
も
の
を
２

～
３
本
残
し
て
ほ
か
は
取
り
除
き

ま
す
。
芽
を
取
り
除
く
際
は
、
種

イ
モ
を
引
っ
張
り
出
し
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
、
根
元
を
お
さ
え
て
斜

め
の
方
向
に
か
き
取
り
ま
す
。
地

上
部
に
芽
が
出
て
草
丈
が
8
～
10

㌢
の
頃
、
一
株
あ
た
り
強
い
芽
を

２
～
３
本
残
し
、
残
り
の
芽
を
種

い
も
を
掘
り
上
げ
な
い
よ
う
に
丁

寧
に
か
き
取
り
ま
す
。
そ
の
後
、

株
元
に
軽
く
土
寄
せ
し
ま
す
。

⑥
追
肥
と
土
寄
せ

草
丈
が
15
㌢
位
の
こ
ろ
、
化
成

肥
料
を
10
平
方
㍍
当
た
り
３
０
０

～
４
０
０
㌘
施
用
し
、
軽
く
中
耕

し
ま
す
。
併
せ
て
10
㌢
程
度
の
厚

さ
に
土
寄
せ
を
行
い
ま
す
。
２
週

間
後
、
畦
の
高
さ
が
20
～
25
㌢
に

な
る
よ
う
に
土
寄
せ
を
行
い
ま

す
。
寄
せ
た
土
の
量
が
少
な
い
と

収
穫
期
に
い
も
が
土
の
表
面
に
の

ぞ
き
、
日
光
が
あ
た
る
と
い
も

が
緑
色
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

⑦
病
害
虫

ば
れ
い
し
ょ
の
代
表
的
な
病
気

は
、
い
も
の
表
面
に
か
さ
ぶ
た
状

の
斑
点
が
で
き
る
「
そ
う
か
病
」

で
す
。
こ
の
病
気
は
弱
酸
性
か
ら

ア
ル
カ
リ
性
の
土
壌
で
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
連
作
を

行
う
と
多
く
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
開
花
期
以
降
に

雨
が
多
く
、
軟
弱
に
生
育
し
て
い

る
場
合
は
、
葉
や
茎
に
黒
褐
色
の

斑
点
が
出
る
「
疫
病
」
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
開
花
期

前
後
か
ら
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和

剤
や
ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
な
ど

で
定
期
的
に
防
除
し
ま
す
。

害
虫
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
テ
ン
ト

ウ
ム
シ
ダ
マ
シ
の
被
害
が
よ
く
見

ら
れ
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
葉
な

ど
を
吸
汁
す
る
際
に
ウ
イ
ル
ス
病

を
う
つ
し
ま
す
の
で
、
植
付
時
に

ダ
イ
シ
ス
ト
ン
粒
剤
や
オ
ル
ト
ラ

ン
粒
剤
な
ど
を
散
布
し
て
防
ぎ
ま

す
。

⑧
収
穫
・
貯
蔵

茎
葉
が
黄
化
し
は
じ
め
、
緑
色

の
葉
が
２
～
３
割
程
度
残
っ
た
状

態
に
な
る
と
、
収
穫
で
す
。

収
穫
は
、
晴
天
が
３
～
４
日
続

い
て
土
が
良
く
乾
い
て
い
る
時
に

行
い
ま
す
。
掘
り
取
り
の
際
に
は

い
も
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
丁
寧

に
掘
り
、
そ
の
場
で
２
～
３
時
間

放
置
し
て
表
面
を
乾
か
し
て
か
ら

取
り
込
み
、
さ
ら
に
日
陰
の
風
通

し
の
良
い
場
所
に
集
め
て
一
週
間

程
度
よ
く
乾
か
し
ま
す
。

長
期
間
保
存
す
る
場
合
に
は
、

土
を
よ
く
ふ
る
い
傷
の
つ
い
た
も

の
は
取
り
除
き
、
コ
ン
テ
ナ
等
に

入
れ
、
緑
化
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ガ
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
寒
冷
紗
な
ど
で

被
覆
し
、冷
暗
所
で
保
存
し
ま
す
。
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平成27年12月出動件数
摘要 火災 救急

弓　　　　削 0 20
生　　　　名 0 12
岩　　　　城 1 9
魚　　　　島 0 1
合　　　　計 1 42
平成27年累計 3 483

平成27年12月31日現在

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気

が
乾
燥
し
季
節
風
が
吹
く
な

ど
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気

象
条
件
と
な
る
た
め
、
全
国
的

に
も
焚
き
火
に
よ
る
火
災
が
多

く
な
る
季
節
で
す
。

平
成
７
年
３
月
に
は
、
焚
き

火
が
原
因
で
１
４
２
㌶
を
焼
失

す
る
大
規
模
山
林
火
災
が
岩
城

積
善
山
で
発
生
し
て
お
り
、
平

成
21
年
と
平
成
23
年
に
は
、
生

名
島
で
約
５
㌶
を
焼
失
す
る
山

林
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

十
分
注
意
し
て
い
て
も
、
焚

き
火
か
ら
の
火
災
は
発
生
し
ま

す
の
で
、
や
む
を
得
ず
焚
き
火

を
す
る
場
合
は
、
下
記
の
こ
と

に
注
意
し
、
火
災
の
防
止
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

こ
の
度
、
一
般
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

平
成
27
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、

上
島
町
魚
島
総
合
開
発
セ

ン
タ
ー
及
び
高
井
神
公
民

館
の
備
蓄
保
管
室
に
防

【
や
む
を
得
ず
焚
き
火
を
す
る

場
合
の
注
意
事
項
】

◦
事
前
に
必
ず
消
防
署
に
連
絡

を
す
る

◦
強
風
時
や
乾
燥
注
意
報
発
生

時
は
や
め
る

◦
す
ぐ
消
火
で
き
る
よ
う
に
水

バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火
用
具
を

準
備
す
る

◦
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
が
あ

る
場
所
で
は
絶
対
に
し
な
い

◦
火
の
粉
が
飛
ば
な
い
よ
う
に

少
し
ず
つ
燃
や
す

◦
焚
き
火
を
し
て
い
る
時
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い

◦
終
わ
っ
た
ら
、
再
燃
し
な
い

よ
う
に
水
を
使
っ
て
確
実
に

消
火
す
る

災
・
避
難
用
備
品
を
整
備

し
ま
し
た
。

整
備
さ
れ
た
備
品
は
、

災
害
時
に
住
民
避
難
、
要

援
護
者
の
移
動
、
避
難
所

で
の
電
源
確
保
に
使
用
し

ま
す
。

春季全国火災予防運動の実施について

火災・救急・救助は

119
（上島町消防署 ☎77-4118）

魚
島
・
高
井
神
に
防
災
・
避
難
用
備
品
整
備

平
成
27
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

下記のとおり、全国一斉に春季全国火災予防運動が実施されます。
【防火標語】
　『無防備な　心に火災が　かくれんぼ』

【実施期間】
　平成28年３月１日～７日まで

【平成27年上島町管内での火災状況】
平成27年の上島町管内で発生した火災は、船舶火災１件とその他火

災２件で、平成26年に比べて２件増加しています。平成28年は、火
災ゼロを目指して火災予防に努めていきます。

焚
き
火
に
よ
る
火
災
防
止
～
火
災
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
～

南予キャラクター
列車出発進行！

問県観光物産課
☎089-912-2492

「みきゃん」「にゃん
よ」をはじめとする南
予地域のキャラクター
等が大集合したラッピ
ング列車が南予路を走
ります！
〇運行予定…２月中旬
に松山以南の予讃線と
予土線

上島町管内の火災件数状況（過去10年）

火　　災 林野火災等 焚き火から
の火災

平成18年 ５件 ０件 ０件
平成19年 ４件 １件 ０件
平成20年 ９件 ３件 ２件
平成21年 ５件 １件 ０件
平成22年 ２件 ２件 １件
平成23年 ５件 ２件 ２件
平成24年 ６件 ０件 ０件
平成25年 ５件 ２件 ２件
平成26年 １件 ０件 ０件
平成27年 ３件 ０件 １件

※焚き火からの火災は林野火災等以外も発生
しています。

火災による逃げ遅れから命を守
るため、住宅用火災警報器を寝室
へ設置しましょう。ご不明な点は
消防署までご連絡ください。



2016年 2 月　　18

「
地
方
創
生
」
と
い
わ
れ
て
も
、
そ
の
内
容
や

法
的
な
位
置
づ
け
な
ど
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
上
島
町
行
政
の

立
場
と
し
て
は
、
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団

体
の
皆
様
と
「
上
島
町
総
合
戦
略
等
推
進
会
議
」

に
よ
り
協
議
を
重
ね
、
上
島
町
版
「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」「
総
合
戦
略
」
を
国
に
提
出
し
ま
す
。
そ
の

中
で
効
果
の
高
い
施
策
を
国
が
支
援
す
る
、
と
い

う
流
れ
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
事

務
的
な
動
き
で
あ
り
、
地
方
創
生
に
と
っ
て
本
当

に
大
切
な
の
は
、「
ふ
る
さ
と
を
磨
く
」
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
の
か
み
じ
ま
音
楽
祭
に
出
演
し
て
く
れ

た
「
家
入
レ
オ
」
さ
ん
は
、
ラ
イ
ブ
の
後
半
で
涙

ぐ
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
十
六
歳
で
上
京
し

厳
し
い
歌
の
世
界
で
成
功
さ
れ
た
彼
女
が
、
上
島

町
民
の
純
粋
な
優
し
さ
に
触
れ
、「
昨
日
今
日
と

得
た
も
の
が
多
す
ぎ
て
」
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た

よ
う
に
、「
真
の
豊
か
さ
」
に
気
づ
い
た
「
感
動
」

の
表
れ
で
し
た
。

「
地
方
創
生
」
に
乗
り
遅
れ
ま
い
と
し
て
、
他

の
自
治
体
と
同
じ
こ
と
を
し
て
も
意
味
は
な
く
、

都
会
の
利
便
性
や
華
や
か
さ
だ
け
を
追
い
求
め
て

も
地
方
が
輝
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
子
高
齢

化
が
続
く
中
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
や
サ
イ
ク
リ
ス
ト
、

ヨ
ッ
ト
・
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
客
な
ど
、
今
後
は
交
流

人
口
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
ら
町
外
の

方
々
が
求
め
て
い
る
の
は
「
美
し
き
風
景
と
厚
い

人
情
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
上
島
町
に
は
そ

れ
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

幸
い
に
も
人
口
減
少
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
の

は
、愛
媛
県
下
で
新
居
浜
市
と
上
島
町
の
み
で
す
。

「
上
島
プ
ラ
イ
ド
」で
今
年
も
歩
ん
で
行
き
ま
し
ょ

う
。

《弓　削》毎週月曜日　19:30 ～ 弓削地域交流センター
《生　名》毎週月曜日　 9:00 ～ 生名公民館
《岩　城》毎週木曜日　20:00 ～ 岩城総合支所庁舎
《魚　島》毎週水曜日　19:30 ～ 魚島開発総合センター

英
会
話
教
室

Greetings, Kamijima! David here. How was New 
Year for you? Were you able to get plenty of rest? 
For me, I went back to Sydney. When I told me 
friends, many asked me if New Year’s in Australia 
is different, so I want to take this opportunity to tell 
you about it.

For me, I think that Japan is much more active 
compared to Sydney. Not only are there many 
different customs, everything has a deep and 
cultural meaning. For Japan, New Year’s is about 
cleaning, decorations, New Year’s Cards and shrine 
visits, among many other things. On the other hand, 
Sydney doesn’t at all. On New Year’s Eve, many 
people gather around the Harbor Bridge and the 
Opera House while drinking, playing and waiting 
for the New Year. A few moments before the New 
Year, a countdown will begin followed by fireworks. 

However, my family does things a bit different. 
Because we are originally from Vietnam, we follow 
the Lunar calendar and celebrate New Year mid-
February. During this time, we have cleaning, 
osechi-like cooking as well as red pocket money. 
We can all agree that kids look forward to this the 
most. I don’t know what it is like in other countries, 
but in Vietnam you can keep receiving red pocket 
money until marriage, and only from married 
couples. Many may think this is a good thing, but in 
actual fact, it’s not a very good image.

It’s been a year since I’ve been in Sydney, but was 
able to have a very fun-filled winter break. Now 
that I am well-rested, I will work even harder than 
before and take on whatever challenge 2016 may 
bring. I hope 2016 will also be a good year for you! 

お正月の過ごし方
上島町のみなさん、こんにちは。デイビッドです。今年

のお正月はいかがでしたか。ごゆっくりできましたか。実
は、お正月にシドニーに帰っていました。友達に、オース
トラリアと日本はどう違うかとよく聞かれたので、皆さん
にも知ってもらいたいので、シドニーと僕の家族の過ごし
方について書かせていただきたいと思います。

シドニーと比べたら日本の方が大イベントだと僕は思い
ます。様々な習慣があるうえに、すべての行動は深い意味
をもっています。お正月と言えば、年末の大掃除をはじめ、
飾り（門松、鏡餅、しめ飾り）、年賀状、初詣などたくさ
んのことがあります。その一方、シドニーはこういう習慣
は全くありません。新年の前夜にたくさんの人がハーバー
ブリッジとオペラハウスの辺に集まって、お酒を飲んだり、
遊んだりしながら、新年を待っている状態です。迫ってく
ると、カウントダウンが始まって、花火が打ちあがって終
わります。

しかし、僕の家族は少し違います。元々はベトナム出身
なので、旧暦に従ってお正月を２月中旬ぐらい祝っていま
す。この時期に、大掃除をはじめ、おせち料理のような食
べ物、お年玉などの習慣があります。お年玉をもらうのは
子供たちが一番楽しみにするものですね。他の国のことが
よく分かりませんが、ベトナムの場合は基本的に結婚する
まで、既婚者（両親・親戚等）からもらえることができま
す。これはいいなと思われている方もいるかもしれません
が、実際はあまりよくないイメージです。

１年ぶりにシドニーに帰って、大変充実した冬休みを過
ごせました。ゆっくり休めたので、今年はさらに頑張って、
2016年を充実させたいと思います。みなさん、今年１年よ
い年にしてください！

今月の担当：クワチ・デイビッド
　 （ALTの原文を掲載しています）

ＡＬＴコーナー英文音声ファイルＵＲＬ
https://soundcloud.com/kouhou-kamijima

こ
ん
に
ち
は

町
長
で
す

右記のQRコードにアクセスすると、ALTコーナーの英
文のリスニングができる音声ファイルが利用できます。



※戸籍だよりにつきましては、上島町各総合支所窓口
へ届け出に来られた方で、掲載の了解をいただいた
方のみを掲載しています。なお、町内外の方で掲載
をご希望の方は、上島町各総合支所住民課へご連絡
下さい。

■弓削総合支所　住民課　TEL 0897-77-2503
■生名総合支所　住民課　TEL 0897-76-3000
■岩城総合支所　住民課　TEL 0897-75-2500
■魚島総合支所　住民課　TEL 0897-78-0011

2016年 2 月　　19

区分 男 女 合　計 世帯数

弓 削 1,693
（△7）

1,644
（△1）

3,337
（△8）

1,930
（△7）

生 名 754
（△3）

903
（　0）

1,657
（△3）

881
（△3）

岩 城 1,160
（△6）

965
（　0）

2,125
（△6）

1,138
（△5）

魚 島 103
（　2）

97
（　1）

200
（　3）

128
（　1）

合 計 3,710
（△14）

3,609
（　0）

7,319
（△14）

4,077
（△14）

（　）は前月比です。

1日㈪ ふるさと上島学写真展（生名地域交流センター～ 11日）
潮湯休館日

2日㈫ 岩城郷土館・スポレク体育館休館日

3日㈬
人権相談（せとうち交流館9:00 ～ 12:00）
潮湯水中歩行講座（10:45 ～ 11:30）
スポレクナイトヨガ教室（20:15 ～ 21:00）

4日㈭
5日㈮
6日㈯

7日㈰ 発達支援センターさくら講演会
（せとうち交流館14:00 ～ 15:40）

8日㈪ 潮湯休館日

9日㈫
行政相談（岩城コミュニティセンター 10:00 ～ 12:00）
人権相談（魚島開発総合センター 10:00 ～ 12:00）
岩城郷土館・スポレク体育館休館日

10日㈬ 潮湯水中歩行講座（10:45 ～ 11:30）
スポレクナイトヨガ教室（20:15 ～ 21:00）

11日㈭
建国記念の日
ふるさと上島学講演会（生名地域交流センター 14:00 ～）
岩城郷土館休館日

12日㈮
13日㈯
14日㈰
15日㈪ 潮湯休館日
16日㈫ 岩城郷土館・スポレク体育館休館日

17日㈬ 行政相談（生名公民館10:00 ～ 12:00）
潮湯水中歩行講座（10:45 ～ 11:30）

18日㈭ 行政相談（せとうち交流館9:00 ～ 12:00）
19日㈮
20日㈯
21日㈰
22日㈪ 潮湯休館日
23日㈫ 岩城郷土館・スポレク体育館休館日
24日㈬ 潮湯水中歩行講座（10:45 ～ 11:30）
25日㈭
26日㈮
27日㈯
28日㈰ 第29回ゆめしま海道いきなマラソン
29日㈪ 潮湯休館日

【寄　附（敬称略）】12月16日までの受付
次の方に寄附をいただきました。紙上より

厚くお礼申し上げます。
○古江　正文　　金一封　　ふるさと納税
○敷本みき子　　３万円　　ふるさと納税
○澤　　昌良　　１万円　　ふるさと納税
○澤　　幸子　　１万円　　ふるさと納税
○鮫島　照代　　５千円　　ふるさと納税
○松浦　忠彦　　金一封　　ふるさと納税
○黒田眞知子　　金一封　　ふるさと納税
○平川　悦子　　10万円　　社会福祉のために

上島町 ２月 行事カレンダー 戸籍だより

行事カレンダー、戸籍だより

人口の動き 平成27年12月31日現在

水
みずしま

島　康
やすひろ

宏（弓削）♡　臼
うす

田
だ

かおる（広島県）

村
むらかみ

上　結
ゆい

架
か

　　雄
ゆう

太
た

・未
み な

奈（生名）

中
なかもと

本　末
すえとし

敏　　12月10日　　95歳（生名）
池
いけもと

本　清
きよ

美
み

　　12月15日　　78歳（生名）

出 生

死 亡

おめでとうございます

ご冥福をお祈りいたします

婚 姻 いつまでもお幸せに

日　時：２月７日（日）　14時～ 15時40分
会　場：せとうち交流館　多目的ホール
ゲスト出演：NPO法人  上島ポップコーンの会の皆さん
テーマ：「元気にはじける親と子」～私たちのことを
知ってください～
※参加費無料、申し込み不要です。

問上島町発達支援センター
さくら　☎72-9366

発達支援センター
さくら講演会開催



【弓削総合支所】〒794-2592 上島町弓削下弓削210番地
TEL0897-77-2500㈹　FAX0897-77-4011

【岩城総合支所】〒794-2492 上島町岩城1427番地２
TEL0897-75-2500㈹　FAX0897-75-2852

【生名総合支所】〒794-2550 上島町生名621番地１
TEL0897-76-3000㈹　FAX0897-76-2375

【魚島総合支所】〒794-2540 上島町魚島１番耕地1362番地の第１
TEL0897-78-0011㈹　FAX0897-78-0330

発行／上島町  編集／広報情報課 〒794-2592 愛媛県越智郡上島町弓削下弓削210番地 TEL0897-77-2500 FAX0897-77-4011

町
内
で
は
、
11
月

頃
か
ら
渡
来
し
、
当

初
は
山
地
の
ほ
う

に
、
徐
々
に
平
地
に

降
り
て
く
る
。
林
や

藪
な
ど
に
小
群
で
生

息
し
、
地
上
で
主
に

種
子
を
採
餌
す
る
。

地
味
で
あ
ま
り
目
立

つ
所
に
出
て
こ
な
い

が
腹
部
の
黄
色
を
目

当
て
に
探
す
と
見
つ

か
る
。

《
提
供弓

削
野
鳥
の
会
》

ア
オ
ジ

（
ホ
オ
ジ
ロ
科
）

【編集後記】新成人の方から寄せられた抱負を読み、その言
葉の瑞々しさに感銘を受けました。　　　　　（濵本　一人）

平成27年３月生まれの赤ちゃん募集！
■締 切 日　２月５日（金）
■投稿方法　次を各総合支所へ投稿してください。
★赤ちゃんの顔写真１枚★①住所・②名前・③性別・
④生年月日・⑤保護者名・⑥電話番号・⑦メッセージ

森
もりざね

實　悠
はる

仁
と

くん
２月16日生まれ（弓削）

♪メッセージ♪
悠仁の笑顔は家族みんなの元
気の源だよ！　　宏行＆沙織

廣
ひろ

瀬
せ

　　晏
はる

くん
１月19日生まれ（弓削）

♪メッセージ♪
わんぱく兄ちゃんに負けない
ように元気いっぱいに育って
ね。　　　　　　　司＆香織

加
か

納
のう

　謙
けんしん

信くん
２月３日生まれ（岩城）

♪メッセージ♪
やんちゃ Boy♡いっぱい遊ん
で優しくたくましく育ってね

　　　　　信志＆佳芳里

歳のお誕生日おめでとう 無病息災願いこめ 町内各地でとんどや弓祈祷
上島町内各地で新春を祝い、無病息災の願いを込め

て「とんど焼き」や「弓祈祷」が行われました。
佐島・弓祈祷

（八幡神社）

下弓削・とんど
（松原海水浴場）

魚島・とんど
（井の浦埋立地）

生名・とんど
（生名グラウンド）

岩城・とんど
（西部海水浴場）

上弓削・弓祈祷
（高濱八幡神社）

1/10

1/10

1/15

1/10

1/11

1/16

第29回ゆめしま海道いきなマラソン開催に伴う
生名橋一時通行止と沿道応援のお願い

上島町冬の風物詩「ゆめしま海道いきなマラソン」を開
催いたします。約1300名のランナーがゆめしま海道を駆け
抜けます。

なお、通過時刻や生名橋の通行止めについての詳細は、
この号に折り込んでいるチラシをご覧ください。道路交通
等、みなさまには大変ご不便をおかけしますが、よりよい
大会になるようご協力をお願いします。

【開催日】２月28日（日）
【会　場】 生名立石多目的グラウンド　スタート・ゴール
【種　目】 ※各コースの詳細は、折込のチラシをご覧ください

種　　目 スタート時間 種　　目 スタート時間
ハーフマラソンの部 10：00 ３kmの部 10：30

10kmの部 10：15 健康マラソン（約2.5km） 10：30
【交通規制】
○生名橋一時通行止め　２月28日（日）10：00 ～ 12：30
　この間、臨時無料フェリーを約20分間隔で運航します。（弓
削港 ⇔ 生名港）※時刻の詳細は、折込のチラシをご覧ください。
○町有バス運休　生名橋の一時通行止めに伴い、下記の３

便を運休します。
◆立石港方面行（久司浦発）11：10　　
◆久司浦方面行（立石港発）10：26　11：57

訂正　広報１月号「１歳のお誕生日おめでとう」で廣
瀬晏くんの名前が誤っておりました。お詫びして再掲
いたします。


